
院
勝
本
﹃
石
清
水
八
幡
宮
寺
略
補
任
﹄
に
つ
い
て

付
﹁
所
司
系
図

院
清
流
﹂
翻
刻

生

井

真

理

子

一
︑
は
じ
め
に

京
を
出
て
︑
鳥
羽
の
作
道
か
ら
淀
︑
山
崎
と
南
に
下
れ
ば
︑
淀
川
に
せ
り
出

し
た
東
側
の
山
上
に
は
石
清
水
八
幡
宮
が
あ
る
︒
八
幡
信
仰
と
い
う
宗
教
的
な

面
と
政
治
が
絡
ん
で
︑
歴
史
の
節
目
節
目
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
宮

寺
で
あ
り
︑
軍
記
物
語
・
歴
史
物
語
・
和
歌
・
説
話
・
物
語
等
々
の
文
学
の
世

界
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
る
︒
現
在
︑
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
八

幡
宮
所
蔵
の
古
文
書
類
は
着
々
と
整
理
・
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
︑
ま
だ
活
字
化

は
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
中
に
は
︑
研
究
に
有
用
と
思
わ
れ
る
文
献
資
料
が
数

多
く
残
っ
て
い
る
︒

本
稿
で
は
︑
そ
の
内
の
一
つ
と
い
っ
て
よ
い
﹃
石
清
水
八
幡
宮
寺
略
補
任
﹄

を
取
り
上
げ
た
い
︒
石
清
水
八
幡
宮
の
祀
官
と
俗
官
の
︑
毎
年
毎
年
の
任
官
状

況
が
一
目
で
分
か
り
︑
公
卿
補
任
や
僧
綱
補
任
の
よ
う
な
便
利
さ
が
あ
る
が
︑

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
︒
石
清
水
の
組
織
が
出
来
上
が
っ
て
行
く
変
遷
過
程
も
そ

こ
か
ら
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
︑
細
字
で
書
き
込
ま
れ
た
記
述
は
﹃
宮
寺
縁

事
抄
﹄
や
系
図
類
に
見
え
な
い
独
自
の
情
報
を
大
量
に
含
ん
で
い
る
︒
原
本
が

散
逸
し
て
い
る
の
が
惜
し
ま
れ
る
が
︑
写
本
と
い
う
リ
ス
ク
は
あ
る
に
し
て
も
︑

他
の
資
料
と
組
み
合
わ
せ
て
補
い
合
え
る
価
値
は
き
わ
め
て
高
い
と
思
わ
れ
る
︒

大
日
本
史
料
に
部
分
的
に
翻
刻
は
さ
れ
て
お
り
︑
ま
た
︑
全
体
像
は
東
大
史
料

編
纂
所
の
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
︑
﹁
石
清
水
八
幡
宮
記
録
三
十
一
﹂

の
謄
写
本
︵
明
治
二
十
七
年
謄
写
︶
や
﹁
石
清
水
文
書
別
口
五
十
一
・
五
十

二
﹂
の
影
写
本
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
伺
う
こ
と
が
で
き
る
︒
た
だ
︑
資
料
と
し
て

の
性
格
が
不
明
な
ま
ま
︑
写
本
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
そ
れ
ほ
ど
に
活
用
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
し
た
が
っ
て
︑
ま
ず
は
︑
こ
の
書
に
つ
い
て
多
少
の
解

説
を
加
え
た
い
と
思
う
︒

院
勝
本
﹃
石
清
水
八
幡
宮
寺
略
補
任
﹄
に
つ
い
て

八
五



二
︑
院
勝
本
﹃
石
清
水
八
幡
宮
寺
略
補
任
﹄

石
清
水
八
幡
宮
に
は
現
在
︑
﹁
石
清
水
八
幡
宮
寺
略
補
任
﹂
︵
以
下
﹃
略
補

任
﹄
︶
と
い
う
名
称
の
書
物
が
二
種
類
あ
る
︒
い
ず
れ
も
︑
﹁
検
校
・
別
当
・
権

別
当
・
修
理
別
当
・
俗
別
当
・
神
主
﹂
の
補
任
状
況
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
︒

そ
の
体
裁
も
︑
罫
線
を
格
子
状
に
引
き
︑
各
職
に
当
て
る
点
で
共
通
す
る
︒

た
だ
し
︑
そ
の
二
種
類
の
う
ち
の
一
つ
は
︑
各
マ
ス
に
代
々
一
人
ず
つ
収
め
︑

そ
の
人
物
の
み
の
補
任
・
退
任
状
況
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
︒
し
た
が
っ
て
最

初
の
縦
一
列
目
の
六
マ
ス
は
初
代
が
並
ぶ
が
︑
た
と
え
ば
検
校
職
は
別
当
よ
り

も
は
る
か
に
遅
れ
て
そ
の
職
が
置
か
れ
た
た
め
︑
縦
の
一
列
に
見
ら
れ
る
各
職

の
補
任
状
況
は
時
間
的
に
同
時
進
行
で
は
な
い
︒
何
代
目
で
あ
る
か
が
共
通
す

る
だ
け
で
︑
基
本
的
に
各
代
の
横
の
流
れ
が
重
要
に
な
る
︒
こ
れ
を
仮
に

﹁
代
々
補
任
﹂
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
︒

こ
れ
に
対
し
て
︑
も
う
一
つ
の
系
統
は
編
年
方
式
で
各
職
の
補
任
・
退
任
の

状
況
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
︒
罫
線
を
以
て
縦
一
列
は
八
マ
ス
あ
り
︑
か
つ
一

年
ご
と
に
隔
て
︑
各
マ
ス
に
は
年
代
も
書
き
込
ま
れ
︑
天
皇
即
位
に
関
す
る
記

述
も
あ
り
︑
一
マ
ス
に
書
き
込
ま
れ
る
人
名
は
必
ず
し
も
一
人
で
は
な
い
︒
一

マ
ス
が
そ
の
年
の
補
任
状
況
を
表
す
の
で
あ
る
︒
こ
の
こ
と
に
よ
り
︑
検
校
以

下
神
主
ま
で
の
︑
各
年
の
任
官
状
況
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
︒

そ
の
裏
に
は
三
綱
︵
上
座
・
権
上
座
・
寺
主
・
権
寺
主
・
都
維
那
・
権
都
維

那
︶
の
任
官
状
況
が
同
じ
よ
う
に
各
年
に
記
さ
れ
︑
行
事
や
事
件
な
ど
の
多
彩

な
情
報
が
書
き
込
ま
れ
て
も
お
り
︑
表
裏
合
わ
せ
て
年
代
記
的
側
面
を
持
っ
て

い
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
同
名
な
が
ら
﹁
代
々
補
任
﹂
と
は
ま
っ
た
く
成
立
を
異

に
す
る
別
種
の
本
な
の
で
あ
る
︒
こ
の
本
の
表
題
の
下
に
は
院
勝
と
い
う
僧
名

が
記
さ
れ
て
お
り
︑
仮
に
こ
ち
ら
を
﹁
院
勝
本
﹂
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
︒

さ
て
︑
﹁
代
々
補
任
﹂
系
統
で
も
っ
と
も
古
い
も
の
︵
石
清
水
八
幡
宮
所
蔵
︑

文
書
番
号
楠
三
十
八
︶
は
︑
室
町
時
代
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
︑
損
傷

が
激
し
く
前
後
欠
損
の
断
簡
し
か
残
っ
て
い
な
い
︒
そ
の
完
本
と
し
て
は
小
寺

家
本
が
あ
り
︑
徳
永
健
太
郎
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る①
︒
氏
の
解
説
に
よ

る
と
︑
明
応
五
年
︵
一
四
九
六
︶
の
記
事
が
知
ら
れ
る
年
代
で
は
﹁
終
見
﹂
で

あ
り
︑
天
皇
は
後
土
御
門
天
皇
を
﹁
今
上
・
後
土
御
門
﹂
と
す
る
こ
と
か
ら
︑

徳
永
氏
は
記
録
内
容
の
成
立
は
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
初
頭
と
推
定
︒

﹁
そ
の
他
︑
書
き
入
れ
状
況
か
ら
︑
何
段
階
か
の
校
訂
を
経
た
も
の
﹂
で
︑
﹁
校

訂
部
分
以
外
の
本
文
は
︑
十
六
世
紀
初
頭
か
ら
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
時
期
に
成
立
し

た
﹂
と
さ
れ
る
︒

こ
れ
に
対
し
︑
院
勝
本
系
統
で
も
っ
と
も
古
い
写
本
は
︑
管
見
の
範
囲
内
で

は
︑
石
清
水
八
幡
宮
文
書
﹁
椰
之
部
三
﹂
︵
続
石
清
水
八
幡
宮
史
料
叢
書
二

｢

田
中
家
文
書
目
録
︵
二
︶
﹂
︶
の
︑
召
清
書
写
本
に
な
る
︒
本
来
︑
東
竹
文
書

内
の
も
の
だ
が
︑
か
つ
て
辻
村
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
︒
他
に
明

治
二
十
七
年
の
謄
写
本
︵
田
中
俊
清
氏
所
蔵
︶
や
石
清
水
文
書
別
口
︵

・
51

院
勝
本
﹃
石
清
水
八
幡
宮
寺
略
補
任
﹄
に
つ
い
て

八
六



（　
　
　

は
筆
者
に
よ
る
）

光
清

勝
清

慶
清

道
清

宗
清

行
清

良
清

豪
清
﹇
新
竹
家
﹈

守
清

堯
清

陶
清

定
清

常
清

融
清

芳
清

生
清

奏
清

兄
清

瀧
清

幸
清

召
清

有
清

朗
清
﹇
西
竹
家
﹈

統
清

﹇
東
竹
家
﹈容
清

照
清

等
清

陽
清

女

（
東
竹
家
再
興
）

廣
清

城
清

甲
清

教
清

長
清

秀
清

敬
清

召
清 

長
清 

召
清

亀
（
相
応
院
・
家
康
側
室
）

要
清

養
子

養
子

養
子

成
清

祐
清
﹇
善
法
寺
家
﹈

寶
清

宮
清

尚
清

通
清

昇
清

了
清

宋
清

重
清

亨
清

興
清

充
清

掌
清

堯
清

舜
清

【
紀
氏
祀
官
家
略
系
図
】﹇
田
中
家
﹈

︶
の
本
が
あ
る
が
︑
い
ず
れ
も
召
清
書
写
本
が
祖
本
と
な
っ
て
い
る
︒

52
こ
こ
で
召
清
︵
し
ょ
う
せ
い
︶
な
る
人
物
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
︒

召
清
は
﹁
石
清
水
祀
官
家
系
図
﹂
︵
﹃
石
清
水
八
幡
宮
史
﹄
所
載
︶
に
よ
れ
ば
︑

祐
清
に
始
ま
る
善
法
寺
家
の
幸
清
の
子
で
あ
る
︒
寛
永
十
二
年
︵
一
六
三
五
︶

に
十
一
歳
で
得
度
︒
寛
永
十
七
年
︵
一
六
四
〇
︶
の
田
中
敬
清
︵
き
ょ
う
せ

い
︶
の
死
後
︑
実
子
要
清
が
ま
だ
幼
か
っ
た
た
め
︑
敬
清
女
︵
要
清
姉
・
き

よ
︶
の
婿
養
子
と
な
っ
て
︑
要
清
の
養
育
を
条
件
に
︑
召
清
が
田
中
家
を
継
ぐ

こ
と
と
な
っ
た②
︒
要
清
の
母
は
舜
清
女
で
︑
召
清
に
と
っ
て
父
方
の
叔
母
に
当

た
る
関
係
で
あ
る
︒
敬
清
の
祖
父
長
清
は
︑
も
と
は
東
竹
家
の
出
身
で
甲
清
の

子
︒
教
清
の
養
子
と
な
っ
て
田
中
家
を
受
け
継
い
だ
︒
長
清
の
姉
妹
の
娘
︵
亀
︑

一
五
七
六
～
一
六
四
二
︶
は
徳
川
家
康
の
寵
愛
を
受
け
て
側
室
と
な
り
︑
尾
張

初
代
藩
主
徳
川
義
直
を
生
ん
で
︑
相
応
院
と
呼
ば
れ
た
女
性
で
あ
る
︒
そ
の
関

係
で
田
中
家
跡
目
の
問
題
︑
召
清
養
子
の
件
に
深
く
関
与
し
て
お
り
︑
そ
の
折

り
の
手
紙
が
事
情
を
伝
え
て
い
る③
︒
召
清
は
万
治
二
年
︵
一
六
五
九
︶
に
法
印
︑

及
び
香
染
裘
袋
の
勅
許
を
受
け
︑
翌
年
の
同
三
年
︵
一
六
六
〇
︶
に
は
権
大
僧

都
に
ま
で
昇
る
が
︑
寛
文
元
年
︵
一
六
六
一
︶
︑
田
中
家
を
成
人
し
た
要
清
に

譲
り
︑
自
ら
は
︑
長
清
の
田
中
家
入
り
に
よ
っ
て
断
絶
し
て
い
た
東
竹
家
を
再

興
し
︑
貞
享
四
年
︵
一
六
八
七
︶
二
月
二
十
二
日
に
没
し
た④
︒
召
清
は
東
竹
家

を
再
興
す
る
に
当
た
っ
て
︑
実
に
多
く
の
文
書
記
録
類
を
書
写
し
て
お
り
︑
現

在
﹁
東
竹
文
書
﹂
と
し
て
残
っ
て
い
る
︒

こ
の
東
竹
権
別
当
召
清
が
書
写
し
た
﹃
略
補
任
﹄
巻
子
本
の
奥
書
に
は
﹁
寛

文
元
載
無
射
朢
日

宮
寺
権
別
当
東
竹
准
僧
正
召
清
︵
朱
印

召
清
︶
﹂
と
あ
る
︒

裏
書
き
の
巻
首
に
は
﹁
萬
治
二
年
季
秋
中
旬
令
書
写
畢

万
治
三
庚
子
歳
七
月

院
勝
本
﹃
石
清
水
八
幡
宮
寺
略
補
任
﹄
に
つ
い
て

八
七



十
日
校
合
終
﹂
と
細
字
で
記
し
︑
表
書
き
の
寛
文
元
年
︵
一
六
六
一
︶
と
は
時

間
の
ず
れ
が
あ
る
︒
表
の
奥
書
に
は
﹁
書
写
﹂
の
文
言
が
な
い
こ
と
や
︑
要
清

に
田
中
家
を
譲
り
︑
東
竹
家
を
再
興
し
て
我
が
子
に
伝
え
よ
う
と
し
た
当
時
の

状
況
︑
及
び
︑
東
竹
文
書
の
ほ
と
ん
ど
が
寛
文
元
年
の
奥
書
を
持
つ
こ
と
か
ら

考
え
て
︑
召
清
は
万
治
二
年
︵
一
六
五
九
︶
に
書
写
︑
同
三
年
︵
一
六
六
〇
︶

に
校
合
を
行
い
︑
そ
れ
を
巻
子
本
の
形
に
整
え
た
の
が
寛
文
元
年
九
月
十
五
日

で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
︒

召
清
は
紙
の
継
ぎ
目
ご
と
に
﹁
召
清
﹂
の
朱
印
を
押
し
︑
奥
書
に
も
朱
印
を

押
す
が
︑
補
任
の
最
終
記
事
を
記
す
元
弘
元
年
︵
一
三
三
一
︶
の
次
の
マ
ス
目

︵
空
白
︶
の
頭
注
に
は
︑
﹁
召
云
此
奥
写
本
少
不
足
﹂
と
あ
る
︒
﹁
召
云
﹂
は
召

清
の
言
葉
を
意
味
し
︑
召
清
が
書
写
時
に
独
自
に
書
き
入
れ
た
部
分
で
あ
る
こ

と
を
示
す
︒
す
な
わ
ち
︑
召
清
が
書
写
し
た
元
の
本
は
最
後
の
部
分
が
少
々
欠

損
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
︒
さ
ら
に
︑
こ
の
文
章
か
ら
推
測
す
る
と
︑
召
清
が

書
写
の
対
象
と
し
た
﹃
略
補
任
﹄
は
﹁
写
本
﹂
で
あ
っ
て
︑
原
本
で
は
な
か
っ

た
ら
し
い
︒

三
︑
院
勝
と
い
う
人
物

召
清
が
書
写
し
た
本
の
巻
首
︵
第
一
紙
︶
に
は
﹁
石
清
水
八
幡
宮
寺
略
補

任
﹂
と
い
う
表
題
が
あ
り
︑
そ
の
右
下
傍
ら
に
﹁
弘
安
二
年
四
月

日
撰
之
﹂
︑

表
題
の
下
に
は
﹁
院
勝
︻
在
判
︵
割
注
︶
︼
と
あ
る
︒
ま
た
︑
裏
書
き
の
官
職

の
項
目
で
は
︑
﹁
権
寺
主
﹂
の
項
の
傍
ら
に
︑
﹁
院
勝
官
位
初
権
寺
主
法
眼
﹂
と

い
う
書
き
込
み
が
あ
る
︒
こ
こ
か
ら
判
断
す
る
と
︑
弘
安
二
年
︵
一
二
七
九
︶

に
院
勝
が
撰
し
た
と
見
え
る
が
︑
実
際
に
は
﹃
略
補
任
﹄
が
示
す
補
任
年
次
は

貞
観
元
年
︵
八
五
九
︶
か
ら
元
弘
元
年
︵
一
三
三
一
︶
に
ま
で
及
ぶ
︒
た
だ
し
︑

嘉
暦
元
年
︵
一
三
二
六
︶
か
ら
元
弘
元
年
ま
で
は
検
校
の
名
前
の
み
が
記
さ
れ

て
お
り
︑
裏
書
き
は
正
中
元
年
︵
一
三
二
四
︶
ま
で
が
三
綱
す
べ
て
が
書
か
れ
︑

翌
二
年
︵
一
三
二
五
︶
は
上
座
の
院
継
の
名
の
み
で
三
綱
の
記
事
は
途
絶
え
て

い
る
︒

も
っ
と
も
︑
寛
元
四
年
︵
一
二
四
六
︶
に
即
位
し
た
後
深
草
天
皇
を
﹁
本

院
﹂
﹁
後
嵯
峨
院
一
子
久
仁
﹂
と
記
し
︑
正
元
元
年
︵
一
二
五
九
︶
に
即
位
し

た
亀
山
天
皇
を
﹁
新
院

後
嵯
峨
院
御
子
恒
仁
﹂
と
し
︑
文
永
十
一
年
︵
一
二

七
四
︶
に
即
位
し
た
後
宇
多
天
皇
を
﹁
当
今

中
院
恒
仁
御
子
世
仁
﹂
と
表
記

す
る
点
︑
弘
安
二
年
の
時
点
で
の
状
況
に
合
致
す
る
︵
た
だ
し
恒
仁
を
﹁
中

院
﹂
と
す
る
の
は
問
題
が
残
る
︶
︒
そ
の
後
の
弘
安
十
年
︵
一
二
八
七
︶
に
即

位
し
た
伏
見
天
皇
を
﹁
当
今

凞
仁

本
院
久
仁
御
子
﹂
︑
正
安
三
年
︵
一
三

〇
一
︶
に
即
位
し
た
後
二
条
天
皇
を
﹁
当
今

院
世
仁
御
子
﹂
と
表
記
す
る
こ

と
か
ら
︑
基
本
的
に
は
原
本
は
一
旦
弘
安
二
年
に
成
立
︑
そ
こ
に
そ
の
後
も
書

き
継
が
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
︒

そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
﹁
院
勝
﹂
と
い
う
人
物
で
あ
る
︒
院
勝
と
い
う
名

は
︑
東
大
史
料
編
纂
所
の
評
価
で
は
﹁
鎌
倉
写
﹂
と
さ
れ
る
石
清
水
八
幡
宮
所

院
勝
本
﹃
石
清
水
八
幡
宮
寺
略
補
任
﹄
に
つ
い
て

八
八



蔵
の
﹃
八
幡
宮
寺
紀
氏
系
図
﹄
︵
桐
之
五
・
十
六
︶
︑
及
び
︑
同
じ
記
述
内
容
を

持
つ
﹃
祀
官
俗
官
并
所
司
系
図
﹄
の
︑
院
清
流
の
系
図
の
中
に
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
︒
こ
の
両
系
図
も
活
字
化
は
さ
れ
て
い
な
い
が
︑
後
者
は
召
清
が
書
写

し
た
も
の
で
あ
り
︑
奥
書
に
﹁
萬
治
第
二
己
亥
稔
冬
十
二
月
十
又
五
日
書
冩
畢

同

第
三
庚
子
暦
夏
六
月
十
有
五
日
校
合
了
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
院
勝
本
﹃
略

補
任
﹄
と
同
じ
頃
の
書
写
で
あ
る
︒
本
稿
の
末
尾
に
は
院
清
流
の
系
図
を
翻
刻

し
た
の
で
︑
参
照
し
て
頂
き
た
い
︒
記
録
内
容
は
︑
明
示
さ
れ
た
年
次
は
新
し

い
も
の
で
永
仁
二
年
正
月
七
日
︵
一
二
九
三
︶
に
権
俗
別
当
に
補
さ
れ
た
紀
兼

夏
︵
第

代
俗
別
当
兼
幸
の
二
男
︶
の
例
な
ど
が
あ
る
が
︑
祀
官
の
方
で
は
朗

14

清
が
社
務
︵
検
校
︶
に
な
っ
た
こ
と
や
そ
の
子
の
性
清
の
名
ま
で
記
し
て
い
る
︒

﹁
石
清
水
祀
官
系
図
﹂
︵
続
群
書
類
従
本
︶
で
は
︑
朗
清
が
検
校
に
な
っ
た
の
は

貞
和
二
年
︵
一
三
四
六
︶
で
あ
る
︒
記
録
内
容
の
み
か
ら
見
れ
ば
︑
院
勝
本

﹃
略
補
任
﹄
よ
り
も
少
し
後
の
成
立
と
言
え
よ
う
︒
情
報
量
に
つ
い
て
は
︑

正
・
続
群
書
類
従
所
載
の
﹁
紀
氏
系
図
﹂
・
﹁
祀
官
系
図
﹂
等
に
比
べ
て
︑
俗
官

の
記
述
が
多
く
︑
所
司
に
関
し
て
も
新
た
な
情
報
が
豊
富
に
見
い
だ
せ
る
点
で

評
価
で
き
る
系
図
で
あ
る
︒
﹃
八
幡
宮
寺
紀
氏
系
図
﹄
と
い
っ
て
も
︑
所
司
層

は
紀
氏
で
な
い
者
が
殆
ど
で
あ
る
の
で
︑
こ
こ
は
﹃
祀
官
俗
官
并
所
司
系
図
﹄

の
命
名
に
倣
い
︑
﹁
所
司
系
図
﹂
の
名
称
を
用
い
て
区
別
し
て
論
を
進
め
た
い
︒

さ
て
︑
﹃
八
幡
宮
寺
紀
氏
系
図
﹄
の
所
司
系
図
の
部
分
に
よ
れ
ば
︑
院
清
は

別
当
頼
清
の
時
︵
一
〇
八
七
～
一
一
〇
一
︶
に
公
文
所
に
勤
め
︑
目
代
・
五
師

と
昇
進
し
た
人
物
︒
所
司
と
し
て
は
寺
任
の
三
綱
に
も
至
ら
な
い
下
級
層
に
属

す
る
︒
系
図
を
見
る
限
り
︑
院
清
の
子
孫
は
一
族
で
次
々
に
公
文
所
の
役
を
勤

め
て
い
る
家
筋
で
あ
り
︑
院
勝
の
祖
父
院
順
や
父
院
能
も
公
文
所
の
職
を
兼
帯

し
た
︒
こ
と
に
父
院
能
は
︑
寺
任
権
上
座
止
ま
り
で
あ
っ
た
院
順
を
は
る
か
に

超
え
︑
官
任
の
権
上
座
ま
で
昇
進
︑
正
印
預
や
弥
勒
寺
留
守
の
職
も
兼
帯
し
た

こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
有
能
な
人
物
で
あ
っ
た
︒
院
能
の
後
嗣
と
し
て
︑
院
順
の

遺
言
に
よ
り
末
弟
院
継
が
院
能
の
猶
子
と
な
っ
て
院
能
の
所
職
が
譲
ら
れ
て
い

る
︒
院
能
の
長
男
院
勝
は
伊
予
権
寺
主
︵
寺
任
︶
と
号
さ
れ
︑
宮
清
︵
新
善
法

寺
︶
の
時
︑
従
僧
の
儀
を
奉
行
︑
公
文
所
の
寄
人
で
あ
っ
た
と
い
う
︒
文
永
九

年
︵
一
二
七
二
︶
三
月
に
は
﹁
侍
所
司
﹂
の
一
員
に
加
え
ら
れ
た
︒
宮
清
は
幸

清
の
子
で
建
長
五
年
︵
一
二
五
三
︶
に
別
当
︑
同
七
年
︵
一
二
五
五
︶
に
検
校

と
な
っ
て
︑
建
治
二
年
︵
一
二
七
六
︶
に
五
十
一
歳
で
入
滅
し
て
い
る
︒
院
勝

の
生
没
年
は
不
明
だ
が
︑
﹁
弘
安
二
年
︵
一
二
七
九
︶
﹂
撰
の
﹃
略
補
任
﹄
の
裏

書
︑
﹁
権
寺
主
﹂
の
項
の
傍
ら
の
︑
﹁
院
勝
官
位
初
権
寺
主
法
眼
﹂
と
い
う
書
き

込
み
と
は
時
期
的
に
合
う
で
あ
ろ
う
︒

さ
ら
に
︑
こ
の
系
図
で
注
目
さ
れ
る
の
は
︑
院
能
の
子
は
︑
院
勝
を
除
い
て

す
べ
て
︑
ま
ず
男
・
女
と
書
か
れ
︑
注
の
部
分
に
幼
名
や
法
名
・
経
歴
が
書
き

込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒
院
勝
の
子
は
す
べ
て
男
・
女
と
な
っ
て
お
り
︑

院
継
の
子
も
又
同
様
で
︑
流
産
し
た
子
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
の
は
生
々
し
さ
が

あ
り
︑
そ
れ
ま
で
の
世
代
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
︒
す
な
わ
ち
︑

院
勝
本
﹃
石
清
水
八
幡
宮
寺
略
補
任
﹄
に
つ
い
て

八
九



院
継
や
院
勝
は
す
で
に
成
人
し
て
い
た
が
︑
院
勝
の
弟
た
ち
及
び
院
継
・
院
勝

の
子
ど
も
達
が
ま
だ
幼
か
っ
た
時
期
に
︑
こ
の
﹃
所
司
系
図
﹄
の
原
拠
と
な
っ

た
系
図
は
一
旦
成
立
し
︑
そ
の
後
補
筆
を
加
え
た
も
の
と
見
ら
れ
る
︒
院
継
に

関
す
る
情
報
と
し
て
は
頭
注
が
異
常
に
量
が
多
く
︑
傍
注
の
部
分
は
文
永
十
年

正
月
五
日
の
条
で
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
も
︑
系
図
の
最
初
の
成
立
は

﹃
略
補
任
﹄
の
最
初
の
成
立
期
と
あ
ま
り
隔
た
ら
な
い
時
期
と
考
え
ら
れ
る
︒

そ
れ
だ
け
に
︑
院
勝
に
関
す
る
記
事
の
信
憑
性
は
か
な
り
高
い
と
言
え
よ
う
︒

一
方
︑
﹁
石
清
水
祀
官
家
系
図
﹂
の
用
清
︵
元
の
名
康
清
︶
の
条
に
は
︑
﹁
母

院
勝
権
寺
主
娘
﹂
と
あ
る⑤
︒
用
清
は
善
法
寺
栄
清
の
子
で
︑
宮
清
の
孫
に
当
た

る
︒
用
清
が
別
当
に
な
っ
た
の
は
元
弘
元
年
で
﹁
四
十
一
歳
﹂
︵
﹃
代
々
補
任
﹄

で
は
四
十
三
歳
︶
と
あ
る
か
ら
︑
誕
生
は
逆
算
す
れ
ば
正
応
四
年
︵
一
二
九

一
︶
と
な
る
︒
﹃
略
補
任
﹄
の
元
応
二
年
︵
一
三
二
〇
︶
の
寺
主
の
項
で
は
︑

院
勝
の
長
男
尚
勝
の
注
に
﹁
善
法
寺
﹂
と
あ
り
︑
善
法
寺
と
の
関
係
が
推
測
さ

れ
る
の
で
︑
用
清
の
母
方
の
祖
父
は
院
清
流
の
院
勝
と
見
て
よ
い
︒
た
だ
し
︑

﹃
略
補
任
﹄
に
は
院
勝
の
名
は
見
え
な
い
︒
こ
の
時
期
の
寺
任
権
寺
主
は
記
さ

れ
な
い
か
ら
︑
院
勝
は
官
任
権
寺
主
で
は
な
く
︑
寺
任
権
寺
主
が
極
官
で
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
︒
父
院
能
︑
叔
父
で
義
兄
の
院
継
︑
長
男
の
尚
勝
が
官
任
三
綱

に
昇
進
し
な
が
ら
︑
院
勝
の
み
が
寺
任
権
寺
主
と
い
う
低
い
地
位
で
終
わ
っ
た

ら
し
い
の
は
︑
早
世
し
た
か
︑
あ
る
い
は
祀
官
兼
帯
で
別
の
職
で
身
を
立
て
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒
以
上
の
よ
う
な
点
か
ら
見
て
︑
﹃
略
補
任
﹄
の
表
題
の

下
に
見
え
る
﹁
院
勝
﹂
は
︑
﹁
所
司
系
図
﹂
院
清
流
に
見
え
る
院
勝
と
同
人
物

と
考
え
て
よ
く
︑
善
法
寺
家
に
近
い
関
係
に
あ
っ
た
所
司
層
出
身
と
い
う
こ
と

に
な
る
︒

『

略
補
任
﹄
の
撰
者
が
院
勝
だ
と
い
う
確
証
は
な
い
︒
召
清
が
書
写
し
た

﹁
写
本
﹂
が
奥
書
の
部
分
を
欠
い
て
い
た
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
が
︑
院
勝
が
公

文
所
寄
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
︒
﹁
院
勝
官
位

初
権
寺
主
法
眼
﹂
の
書
き
込
み
も
︑
﹁
さ
あ
︑
こ
れ
か
ら
﹂
と
い
う
意
気
込
み

を
感
じ
さ
せ
︑
若
か
っ
た
院
勝
自
身
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
︒
そ
れ
は
院
勝
が

所
持
し
て
い
た
と
い
う
証
で
も
あ
る
︒
貞
観
元
年
か
ら
弘
安
二
年
ま
で
の
約
四

百
二
十
年
に
わ
た
る
別
当
・
三
綱
の
人
事
を
︑
こ
の
﹃
略
補
任
﹄
と
い
う
形
に

完
成
さ
せ
よ
う
と
思
え
ば
︑
膨
大
な
資
料
が
必
要
と
な
る
︒
と
す
れ
ば
︑
こ
の

﹃
略
補
任
﹄
編
纂
に
は
︑
多
く
の
資
料
に
恵
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
公
文
所
と
の
関

わ
り
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
︒
当
時
の
公
文
所
の
実
態
は
ま
だ
詳
細
に
は
な
し
え

な
い
が
︑
系
図
の
作
成
や
︑
補
任
の
作
成
と
い
っ
た
作
業
が
近
い
時
期
に
行
わ

れ
た
と
い
う
の
は
︑
文
書
や
記
録
の
整
理
と
統
合
的
な
把
握
を
目
標
と
し
た
機

運
・
動
向
が
︑
当
時
の
石
清
水
八
幡
宮
寺
内
部
に
あ
っ
た
可
能
性
を
思
わ
せ
る
︒

そ
の
中
で
公
文
所
寄
人
の
院
勝
が
﹃
略
補
任
﹄
の
編
集
に
関
わ
り
︑
あ
る
い
は

携
わ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
よ
う
︒

『

略
補
任
﹄
作
成
の
事
情
な
ど
は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
︒
弘
安
二
年
と
い

え
ば
︑
蒙
古
と
緊
張
関
係
に
あ
っ
た
著
名
な
時
期
だ
が
︑
そ
れ
は
即
︑
人
事
の

院
勝
本
﹃
石
清
水
八
幡
宮
寺
略
補
任
﹄
に
つ
い
て

九
〇



記
録
整
理
の
必
要
性
と
は
繋
が
ら
な
い
だ
ろ
う
︒
む
し
ろ
︑
別
当
・
検
校
に
な

る
家
筋
の
系
列
が
一
本
化
さ
れ
る
こ
と
な
く
︑
慶
清
・
成
清
の
子
孫
が
次
々
と

枝
分
か
れ
し
︑
た
と
え
ば
弘
安
二
年
の
段
階
で
は
権
別
当
は
五
人
並
立
︑
次
期

別
当
・
検
校
を
競
り
合
う
形
に
な
っ
て
ゆ
く
よ
う
な
状
況
が
背
景
に
あ
ろ
う
︒

建
治
二
年
︑
検
校
宮
清
が
入
滅
︑
二
年
後
の
弘
安
元
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
別

当
行
清
が
検
校
と
な
る
︒
左
の
系
図
に
示
す
よ
う
に
慶
清
か
ら
別
当
に
な
っ
た

順
を
見
る
だ
け
で
も
︑
父
宗
清
の
跡
を
行
清
が
決
し
て
楽
々
と
継
げ
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
所
司
は
所
司
で
︑
似
た
よ
う
な
家
と
職
の
問
題

が
あ
っ
た
︒
道
清
・
宗
清
父
子
が
﹃
宮
寺
縁
事
抄
﹄
を
作
成
し
た
よ
う
に
︑
こ

う
い
っ
た
状
況
下
で
は
個
々
の
家
筋
で
も
次
に
備
え
て
︑
文
書
記
録
類
の
整
理
︑

八
幡
宮
の
歴
史
と
八
幡
宮
に
関
わ
る
人
間
の
把
握
︑
人
事
の
先
例
の
分
析
を
必

要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

※

　

数
字
は
検
校
に
な
っ
た
順
を
示
す

棟
清
⑦

寶
清
⑧

耀
清
⑨

妙
清
⑫

宮
清
⑩

尚
清
⑭

祐
清
④

成
清
②

宗
清
⑥

行
清
⑪
（
母
祐
清
女
）

守
清
⑬

道
清
③

慶
清
①

幸
清
⑤

そ
の
後
︑
﹃
略
補
任
﹄
が
ど
の
よ
う
な
形
で
増
補
さ
れ
た
の
か
は
未
詳
だ
が
︑

増
補
部
分
で
は
少
々
記
述
形
式
の
乱
れ
が
見
ら
れ
る
︒
た
と
え
ば
︑
後
宇
多
天

皇
・
後
二
条
天
皇
を
﹁
当
今
﹂
と
し
な
が
ら
︑
永
仁
六
年
︵
一
二
九
八
︶
の
後

伏
見
天
皇
︑
延
慶
元
年
︵
一
三
〇
八
︶
の
花
園
天
皇
︑
文
保
二
年
︵
一
三
一

八
︶
の
後
醍
醐
天
皇
の
即
位
に
つ
い
て
は
記
述
が
な
い
︒
元
徳
三
年
︵
一
三
三

一
︶
に
は
鎌
倉
幕
府
と
の
対
立
で
後
醍
醐
天
皇
が
笠
置
山
へ
逃
避
︑
北
朝
の
光

厳
天
皇
を
幕
府
が
擁
立
し
た
こ
と
へ
の
言
及
も
な
い
︒
ま
た
︑
建
治
元
年
︵
一

二
七
五
︶
以
降
︑
文
保
を
除
い
て
改
元
の
月
日
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
︑

正
確
な
の
は
正
安
・
嘉
元
・
延
慶
・
応
長
・
正
和
・
正
中
だ
け
で
︑
こ
れ
以
外

は
史
実
と
一
致
し
な
い
︒
徳
治
の
場
合
︑
十
二
月
十
四
日
が
﹁
十
二
月
十
日
改

元
﹂
と
あ
る
の
は
書
写
の
段
階
で
﹁
四
﹂
が
抜
け
落
ち
た
と
考
え
ら
れ
る
し
︑

永
仁
の
場
合
︑
八
月
五
日
を
﹁
八
月
一
廿
日
﹂
と
す
る
の
は
﹁
五
﹂
の
字
を
書

写
段
階
で
見
誤
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
こ
の
よ
う
に
い
ず
れ
か
の
転
写
の
段
階
で

誤
写
脱
落
が
起
き
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
︑
問
題
は
最
後

の
元
徳
と
元
弘
で
あ
る
︒
元
徳
の
場
合
︑
八
月
二
十
九
日
が
﹃
略
補
任
﹄
で

﹁
八
九
﹂
と
さ
れ
る
の
は
書
写
の
段
階
で
﹁
廿
﹂
が
脱
落
し
た
か
に
見
え
る
が
︑

実
は
元
徳
三
年
に
お
け
る
元
弘
へ
の
改
元
が
史
実
で
は
八
月
九
日
な
の
で
あ
る
︒

さ
ら
に
元
弘
二
年
に
お
け
る
正
慶
へ
の
改
元
︵
北
朝
︶
が
四
月
二
十
八
日
で
あ

っ
た
が
︑
﹃
略
補
任
﹄
は
元
徳
三
年
＝
元
弘
元
年
の
項
に
﹁
四
廿
八
改
元
﹂
と

し
て
い
る
︒
正
慶
二
年
五
月
二
十
五
日
︑
後
醍
醐
天
皇
側
の
勝
利
に
よ
っ
て
正

慶
は
元
弘
へ
復
さ
れ
る
が
︑
年
ご
と
の
逐
次
的
な
増
補
で
あ
れ
ば
︑
こ
の
よ
う

な
混
乱
は
考
え
ら
れ
な
い
︒
弘
安
二
年
以
降
の
増
補
の
あ
り
方
は
︑
複
雑
な
階

梯
を
た
ど
っ
て
い
よ
う
︒

院
勝
本
﹃
石
清
水
八
幡
宮
寺
略
補
任
﹄
に
つ
い
て

九
一



三
綱
の
記
事
が
先
に
途
絶
え
︑
検
校
の
み
が
記
さ
れ
る
中
途
半
端
な
終
わ
り

方
は
︑
資
料
に
よ
る
書
き
込
み
作
業
が
中
断
さ
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
た
可
能
性

を
示
唆
す
る
︒
元
弘
元
年
が
南
北
朝
動
乱
の
始
ま
り
を
告
げ
る
時
期
で
あ
る
だ

け
に
︑
そ
の
混
乱
の
中
で
未
完
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒

以
上
︑
簡
略
な
が
ら
︑
院
勝
本
﹃
石
清
水
八
幡
宮
寺
略
補
任
﹄
に
つ
い
て
気

が
つ
い
た
こ
と
を
述
べ
て
き
た
︒
簡
単
に
ま
と
め
る
な
ら
ば
︑
院
勝
本
﹃
略
補

任
﹄
は
弘
安
二
年
に
一
旦
成
立
︑
そ
の
後
元
弘
元
年
の
項
ま
で
増
補
が
な
さ
れ

た
と
見
な
さ
れ
る
︒
十
四
世
紀
前
半
︑
南
北
朝
動
乱
の
混
乱
の
中
で
増
補
も
未

完
成
の
状
態
で
終
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
撰
者
は
表
題
の
下
に
記
さ
れ
た

﹁
院
勝
﹂
と
い
う
僧
の
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
︒
院
勝
は
代
々
︑
公
文
所
に

勤
め
た
所
司
層
︑
院
清
流
の
出
身
で
︑
彼
自
身
も
公
文
所
寄
人
で
あ
り
︑
善
法

寺
家
の
宮
清
一
族
と
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
︑
と
言
え
よ
う
︒

注①

｢

小
寺
家
本
﹁
石
清
水
八
幡
宮
略
補
任
﹂
に
つ
い
て
﹂
︵
﹃
早
稲
田
大
学
高
等
学
院

研
究
年
誌
﹄
第
五
四
号
所
収
︶
二
〇
一
〇
年
三
月
発
行
︒

②

石
清
水
文
書
之
三
︑
文
書
番
号
一
三
〇
四
﹁
相
応
院
覚
書
﹂

③

石
清
水
文
書
之
三
︑
文
書
番
号
一
二
九
七
～
一
三
〇
五
﹁
相
応
院
消
息
﹂

④

石
清
水
文
書
之
三
︑
文
書
番
号
一
〇
九
二
﹁
女
房
大
た
ち
消
息
﹂

⑤

系
図
で
は
院
能
女
銀
壽
が
栄
清
の
妻
で
あ
る
︒
あ
る
い
は
院
勝
の
養
女
と
し
て
育

て
ら
れ
た
か
︒

※

末
筆
な
が
ら
︑
貴
重
な
文
献
の
閲
覧
・
翻
刻
を
快
く
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
石
清

水
八
幡
宮
︑
な
ら
び
に
翻
刻
に
際
し
て
多
大
な
ご
教
唆
と
協
力
の
労
を
惜
し
ま
ず
取

っ
て
く
だ
さ
っ
た
石
清
水
八
幡
宮
の
田
中
公
於
研
究
員
・
西
中
道
禰
宜
に
は
︑
こ
の

場
を
借
り
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
︒

【

翻
刻
︼

本
系
図
は
石
清
水
八
幡
宮
所
蔵
﹁
八
幡
宮
寺
紀
氏
系
図
﹂
︵
桐
之
五

十
六
︶
の

一
部
︵
院
清
流
︶
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
︒
非
常
に
小
さ
な
折
本
で
︑
読
み
取
り

に
く
い
部
分
は
召
清
に
よ
る
書
写
本
の
謄
写
本
︵
石
清
水
八
幡
宮
記
録
二
十
九
︶
及

び
︑
石
清
水
御
文
庫
収
蔵
Ｂ
・
五
十
の
﹁
祀
官
俗
官
并
所
司
系
図
﹂
を
参
考
と
し
た
︒

な
る
べ
く
字
体
や
表
記
方
法
は
原
本
に
沿
っ
た
が
︑
紙
幅
の
都
合
で
改
行
を
せ
ず
に

詰
め
た
箇
所
も
あ
る
︒
な
お
︑
頭
注
の
あ
る
箇
所
に
※
を
つ
け
︑
書
き
込
め
な
い
箇

所
は
︑
そ
の
内
容
は
※
と
し
て
点
線
で
囲
ん
で
別
の
箇
所
に
表
示
︒
割
り
注
は

︵

︶
内
に
示
す
︒
虫
食
い
や
重
ね
字
等
々
の
解
読
不
能
の
字
は
召
清
書
写
の
方
法

に
倣
い
︑
○
で
表
し
た
︒

院
勝
本
﹃
石
清
水
八
幡
宮
寺
略
補
任
﹄
に
つ
い
て

九
二



頼院院厳 院清
別當頼清時也

権都維那（寺）

女（快尊妻）

権都維那（寺）

女（静院妻　院増母）

女（少別當光基妻　光慶母）

女（奈良九郎妻）

女
女

女

女（少輔局）

良院
兵部

院應
権寺主任権律師

行院
女（権都維那信尊妻）

仁平三年閏十二月

廿三日於當山馬場末（勅使屋前）

被殺害

母権上座頼院女

権上座（同）

権寺主（同） 　超放輩也正官

権都維那（寺）遁世

公文所（目代五師）

権都維那（寺）

養子　縫殿允源成重子太政入道之侍所司也

院増他行之間神事奉行一年也院増代也
 権寺主（同）

遁世 権都維那（寺）

公文所

嘉應二年十二月四日

逝去生年八十四

五代公文所
権都維那（官）  嘉禄三年七月之比遁世于時官任

都維那（同）  権寺主職也生年五十五

権寺主（同）  寛喜二年七月十六日（寅時）入滅

寶塔院所司（権上座）   生年五十八

同公文所

号真乗房上座

奈良上座

権上座（同）

権都維那（寺）

静院

院順

※

※

※

院増
三郎

女（若死）

袈裟

権寺主（寺）

新御堂供僧 

山臥入大峰後落

堕住山下念佛者

号真性房

相院

公文所

※　建仁三年二月

十五日夜半（子刻）入滅

生年七十六

正治元年八月廿九日

依為重代召出権寺主静院

為公文所目代（生年七十三）

※　公文所

祐
幸

二代公文也
※　勝

道
公文也

※　公文所

幸
宗

棟
三代

公文
也

権寺主（寺）

権上座（同）

母内舎人藤

資村嫡女

権上座

権寺主

権都維那（寺）

院能
上野　権寺主（寺）

権上座（同） 女（権上座法橋實俊妻）

母少別當継源嫡女

香椎宮留守

元源後改明　又改能

常陸　寶塔院所司

同公文所大進　入寺　権律師 山上　常陸　太郎

母寶塔院上座慶円女

光院

院
勝
本
﹃
石
清
水
八
幡
宮
寺
略
補
任
﹄
に
つ
い
て

九
三



伊予　権寺主（寺）

女（号寶壽）

女（万歳）

男（万却尚勝）

権寺主

法橋　少別當

権上座

堂達兼官

元亨元年三月十

一日死去

女（若死）

男（二王増順

〇部）

男（鶴松院〇

後〇勝）

男（祥壽）

女（若死）

女（於産中死去

母公文所都維那良智嫡女）

男（若死）

男（他界）

女（同）

女
越中　院情

男（院懐）

権寺主　少別當

法橋
治部

男（福壽　朗院）

法橋　権寺主

少別當

男（得壽　律僧静一房）

女
女

女
女（吉祥　帥法眼實清室）

男（覺壽　院継為猶子

院澄
上野　権寺主　公文所）

男（出家民部房静能）

男（覺）院〇
権寺主

筑前

女（〇壽）

女（銀壽　権別當法印栄清同宿

右衛門佐局　男子二人女子一人産生〇）

男（長壽　権寺主

院顕　常陸〇〇）

院勝
宮時奉行

女
薩摩

※

※　公文所

快
耀

宮
三代

公文

従僧
公文所寄人

文永九年三月

被加侍所司

法橋 女（権寺主幸源妻後離別伺

候于八条尼御臺所号石見局

母同院順　後出家）

権都維那（官）

超放輩也正官

雖補三綱公文職

兼帯也於三綱座

所令奉行御節也

権寺主（官）少別當（寺任）

寺主（同）

権上座（官）

少綱兼官　正官執印

弥勒寺留守兼帯也

院継
権寺主（寺）権上座（寺）

権都維那（寶塔院）

都維那（同）

院順他界之刻以院継（于時五歳）

可為子之由遺言之間舎兄

院能為猶子　扶持之

文永七年三月晦日卒塔婆會

為院能代奉行之

同八年四月十七日御節為

院能代奉行也

其後連〃為舎兄代

所令奉行神事也

文永十年正月五日

雑務公文

母良智嫡女

上野
院快

母大進局

女
母同院能

播磨　出家号妙法

入寺　刑部

教院
権寺主

教祐
刑部　改院祐

女

和泉
教増

備中
禎院（加極楽寺供僧）

本居住法性寺号心道房後居住當山

院
勝
本
﹃
石
清
水
八
幡
宮
寺
略
補
任
﹄
に
つ
い
て

九
四



院〇
（権寺主）

女（他界）

権上座三綱

堂達兼官

少綱兼官

女子
男子

女子
母明舜法眼息女

※山上御殿司

公文所代

女子
男（流産）

少別當

権都維那（官）

権寺主（官）

正印預

寺主（官）

権上座（官）

少綱兼官

嘉暦元〇月卅日親父他界

仍八月廿日社務　朝ー御時

開〇（召清本　傍注　召云開闔乎）公文

并八所別官被下安堵御教書以使者

越中少別當朝尊所下賜也

少綱兼官（同）

上座法眼

堂達兼官

院觀
権寺主

他腹 公文所　上野

男（流産）

女（松壽）

女（延壽　三歳之時他界）

女（金壽
母二条大納言教良女房号少将局）

男（亀壽　出家　母同）

男
女（死去　　母同金壽）

男（死去　　母同）

鶴壽（舎兄院能法眼弟子也〇院継為猶

子也）

男（持壽
院隆　助　権寺主　公文所）

※　尚

四代公文也
院耀院智院照

権寺主應永卅三年六月八日入滅

公文所院耀甥　公文所院曽弟　公文所

院尊

※寶徳四年三月二日入

院俊
院賢（号照尊）

院祐

院宗弟子寶徳四年三月九日入滅

非公文所公文所

両御代相續之兼官也

行
公文所

建治二年

十月十九日 

以教禪法眼 

可奉行社寺之由

被仰下之

少別當（弘安六年三）

権都維那（弘安六年三月廿日

被下院宣）

云正官之時云

三綱之時所 

兼帯公文也

正元ヽ年十月廿日南都受戒也

少綱兼官堂達兼官兼帯之

行

之時也

守
神事奉行兼之数ケ

重職一身兼之希代面目也

法橋（依神事奉行賞被叙法橋

者也）

権寺主（官）

寺主（官）

権上座（官）

社務（尚房）

之時少綱

兼官
之御時也

妙朝

妙守

政之時補正印預院能

公文并正印預兼帯

之間於正印預者所譲

補于院継也

院照孫

兼官
公文所

院
勝
本
﹃
石
清
水
八
幡
宮
寺
略
補
任
﹄
に
つ
い
て

九
五


